
2008年5月14日(水)～7月13日(日)

ちひろと俳句
　同時展示：ちひろと一茶

「自分の絵は俳句に似ている」と語っていたちひろ。説明的な

要素をできるだけ省き、余白を生かしたちひろの絵の世界は、

「五・七・五」のわずか１７音から成る俳句の表現と相通じる

ものがあります。

本展では、季節感あふれるちひろの作品を俳句の季語とあわせ

て展示するほか、「絵本俳句論」を唱えた時期の絵本『ことり

のくるひ』を紹介します。また、ちひろが好きだった俳人・小

林一茶の句とともに、ちひろの絵を展示し、異なる個性を持つ

画家と俳人の、響きあう感性を探ります。

＊会期中には、ちひろの絵を選んで投句する「ちひろの絵で、

あなたも一句」のコーナーも設置します。

ちひろは1966年、一茶の生まれ故郷である信州・信濃

町柏原に近い黒姫高原に山荘を建て、部屋には一茶の

句碑の拓本を飾っていました。ちひろは一茶の俳句に

あるユーモアと反骨精神、小さなものを見つめる優し

さが好きだと語っていたといいます。

ちひろ美術館・東京　展覧会のご案内

緑の風のなかで　1973年

小林一茶（こばやし・いっさ）
江戸時代を代表する俳諧師の一人。本名・小林弥太郎。1763年北国街道柏原宿（現信濃町）の

農家に生まれる。15歳で江戸に奉公に出、20歳を過ぎたころから、俳句の道をめざす。30歳か

ら36歳まで、俳諧の修行のため近畿・四国・九州を歴遊する。50歳で柏原に戻る。1827年没、

享年65歳。代表的な句集に「おらが春」など。1960年、一茶の故郷・柏原に一茶記念館が開館。
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雪の幻想　1971年

柏原　1969年

蝶とあかちゃん　1971年

６羽のすずめ　1972年
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